『徒然草』における『蒙求』『蒙求和歌』の受容について by 金, 文峰
『徒然草』
における
『蒙求』
『蒙求和歌」
「徒然菜」には「漿求」或いは『蒙求和歌
j
の記事が幾つかの
京段に引かれている。
ここでは、「徒然草
j
における『蒙求
j
或
いは『蒙求和歌」からの引用をめぐ
り、
兼好が拠り所とした『紫
求」或いは「蒙求和歌」には、
どのような特徴があるかについて
検討してみたいと思う。
周知の如く、「蒙求」は塘の玄宗天宝五年（七四六）八月頃に、
李潮によって著わされた幼学栂で
ある。
李浦はまず古人の逸話
五百九十余を集成し、
一話を四言の一句に毬めて、
前二言に人名
（姓・名・字・官職名・通称）
を、
後二言に人物の事蹟を示すの
を原則とした。
また、
当初より各話には故事の典拠を踏まえた自
注が施された。「梨求」の題名と李湘の意図
は、
通常李華序と見
なされている本文中に「周易有窟漿求我之義。李公子以其文砕、不敢軽他述織者、所務訓蒙而已。
故以蒙求為名、
題其首」gl)と
記されていることからも窺うことができる。
「加が求」の名は『日本国見在枇目録
j
には見えない。
しかしな
がら、「三代実録」に元艇二年（八七八）八月二十五日条の「是日、良弟貞保親王於ーー披香舎
1始読二加が求―」(It2)の記事が「蒙求
j
伝来の咄矢として夙に知られ
ている。
また、「台記」康治二年
（―-四三）九月三十日 条に「紫求三巻」g3こか挙げられており、
鎌倉時代になると、
定家の『明月吃4建保元年（二ニ三）
五月十六日の条に「少将為家近日日夜蹴鞠云
々、
過両主鞠之日、
懇為近臣、
依天気之宜頗有得骨之沙汰、
開之張為幸、
楚王好細腰
之日、
如宮中餓死人、
不見
I巻之粛、
七八歳之時、
備所読蒙求百
詠猶以廃忘」（注
4)
と、為家が七、八歳の時に「紫求・百詠」を「所
読」した記事が也き留められている。
一方、
「紫求」の日本の文学作品における影響も無視すること
ができない。「枕草子」「源氏物語」「宝物集」「唐物紐un」「十訓抄
j
等に「栄求」からの引用と見られる記述が数箇所
見られ、
和歌に
おける「漿求」の影響についても見逃
すことは
できない。特に日
本に 殺 哀受史の上で注目すぺき存在は、
源光行が元
金
の受容について
文
峰
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久元年(―二0四）に執箪した「蒙求和歌」であ
る。
本嘗は、
源
光行(-―六三1]二四四）作の句題和歌集で、十四巻から成り、その序に拠れば、
元久元年（ーニ0四〉七月の成立である。光行
は、「蒙求
j
の中からおよそ一ー百五十余の故事を掲げ、
春・夏・
秋・冬．恋・祝以下十四部に区分し
て、
一話ごとにまず四言の標
題を、
続いて注文の内容を必要に応じて増補、
敷術しながら和訳
した上で
句題和歌一首を添えて締め括った。従来の研究で、
光
行が見 「呼が求」のテキストは古注本であることが解明されている
。（注5)このように、「蒙求」は貨族社会一般の幼学瑚として、
教殺の
根底に位囮し、
中国故事梨成惨得の入門宙としても広汎に浸透L
ていたことが推測されるの あるc「蒙求」は伝本が数多くあり、
大きく古注本と補注本とに
分け
られる。
古注本は
李洞自ら簡単な注を付けたものを指している
が、
この李潮の注は中国では全く絶えてしまったので、
日本に伝
存する諸本によってその原型を推定せざる 得なくなっている。
補注本は、
徐注本とも言われ、
徐子光が李淵の注を増補、
改変
した注を指している(Ile6ー。
池田利夫氏は古注本をさらに四系統に
分類されている（注
7)0
ーつは
「故宮
本
」(IE8)
「典福寺
本
」（注9)
に
代表される最古注本である。平安時代と鎌倉時代前期の日本で読まれた梨求注本の内容を、
最もよく伝えるものである。次には朝
鮮本系統の「応安
」(itclo)であり、
また、「韓
本
紫
求
」（注
11)
と
「
古
本
蒙
求
」韮12)
がある。
次
は、
「国会
本
」（注13)
に代表される室町期の
古写 群である。
また、
以上の三者と一線を画するのが
「
旧注蒙
求
」（翡）
である
。こ
の
他
に、
「苦陵部
本
J815)
がある
。
「菜求和歌」の現存伝本は、
写本のみ一一十本あまりが知られて
いるが、
大別すると、
初稿本とも言われる平仮名交じり文の第一
類本、
精選本とも言われる片仮名交じり文の第二類本、
さらに両
者の混合本として平仮名交じり文の第一
11類本がある(it16)。
ここで
は、
第一類本の平仮
名本(il17)と第二類本の片仮名本(il18)のみを検
討の対象
に
したい。
本論文では、
必要に応じてこれらの諸本を参考にしながら、
論
を進めていきたいと思う。
兼好が「蒙求和歌」に親しんでいたであろうことは、
後述す
る如く「徒然草」の諸所に「梨求和歌
」の記事の引用が見
られ
ること
から
も窯うこと
ができ
る。
これ以外にも「徒然草」第
二百二十五段に源光行の名前を記していること
や、
第百九十八段
や第 ＿二十九段の記事に見られるように、河内方の
「源氏物語」
の注釈得の世界にまで兼好の視野が広がっていた 判断される事実からも、
兼好が源光行の事敏と彼の著作に対して並々ならぬ関
心を払っていたことが窺われるのである。
第二百二十五段は、
多久質が語った白拍子の起源について記し
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… • • • こ れ 、 白 拍 子 の 根 元 な り 。 仏 神 の 本 緑を歌ふ。其後 、 源創‘ 多 く本 を 作 れ り 。 後 烏 羽 院 の 御 作 も あ り 。 亀 菊 に 教
へ
さ
せ
給 ける
とぞ
。
（注 19 )
白 拍 子 の 由 来 に つ いて考証した 章 段 で あ って、「仏神 の 本 緑を 歌ふ 」 の が そ の 始 原 で あると説き 、 そ の 後 源 光 行 が 多 く の 本 を 作 った と 述 ぺている。源光行 は 和 漢 の 学 に 通 じ た 知 識 人 で あ り 、 ま た
． 歌 人 で も あ っ た 。 和歌 ・ 物 栢 は 藤 原 俊成 に 、 漢 学 は 藤 原 孝範 に 学
ん だ と い う 。 治 承 二 年 ( - ― 七 八 ） 「 日 吉 社 五 首 歌 合 」 、 建 久 二 年（ 一 ー 九 一 ） 「若 宮 杜 歌 合』 、 建久 六 年 『 民 部 卿 家 歌 合
j
等 に 出 詠
し 、 歌 は 『 紫 求 和 歌 」 「 百 詠 和 歌 」 中 の 作 を 含 め て 八 四 0 首 余 が知 ら れ る 。 勅 撰 集 に は 『 千 載 集 」 に 一 二 首 入 集 し た の を 始 め と し て 、十 四 の 勅 撰 集 に 計十 九 首 が 入 集 し て い る 。 第 二 百 二 十 五 段 の 記m中 に 光 行 の 名 を 挙 げ る 一 事を 以 っ て し て も 、 兼好 が 源 光 行 、 及 ぴそ の 培 作 に か な り 関 心 を 持 っ て い た こ と は 間 違 い な い だ ろ う と 思わ れ る の で あ る 。
同 然 草 」 に お い て 「 梨 求」 或 い は 「 蒙 求 和 歌 」 か ら の 故 事 が
明 示 的 に 引 か れ て い る 卒 段 と し て は 、 第十 八 段 • 第 二 十 六 段
•第
三 十 八 段 • 第 六 十九 段 • 第 百 七 十 段 の 五 つ の 章 段 を 挙 げ る こ と がで き る 。 し か し な が ら
、こ れ ら の 章 段 に 引 か れ て い る 故単 は 、 「徒
てい
。
段八
飲み
もにとを吹
か
た時た物な飲も へ 更いも
むて→ り ‘りをりみ
‘
もにひろ
す
び
捨かれけ木け
｀
ひけ手な身けこ
信草け てして
閤
るのれ人さるしくに し
るてつか が枝ばのこをてて従
る
人 ！-— °ぞ
‘ ま ‘1こ ‘ 得と見捧
‘
へ 許
由‘
手又
し 風懸
け
あさ い てげ水
貯
るの
水 L- るに るせふ
‘ てを ‘と
煩遂
弁之
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箕山 士逸
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： 瓢 飲、之 ヽ無
為以 、 得以 人搾輩 、J有不
求
破
り
声
煩を
なのにてけて の 泉許
由けり
り、
吹< か ‘ り‘ ‘ 
み の
て け飲 なけ
り
水 ‘
蒙捨し度てみ り 箕
てく にけ畢
り
許由ひ、
を 山 求
けり 思ひ 許由
‘
歴歴 り‘
て
水を
‘ こさ． 人 、 手↓-· 松
の g 
て と口こ を此くの
‘なし ずく送り をみ下打るて風ゑみ みての
然 ど 以 外 の 和 漢 の 古典
文学
作品 に も そ の 受容 例 を 見出 す こ と が
で きる。そのため 、
「徒 然 草
j
の 詫 注 釈 苔
g“)
の 間 で は
、典 拠 説
を め ぐ り さ ま ざ ま な 意 見 が 示 さ れ て き た 。 本 論 文 に お い て は
、こ
れらの 章 段 の 典拠 に つ い て
、従 来 の 先 学 の 研 究 の 成 果 を 跨 ま え た
上 で 、 私 見 を 述 べ て み た い と 思 う 。
上 述 の 五 つ の 章 段 の う ち 、 ま ず
、第 十 八 段
、第 二 十 六 段 に つ い
て 見 て い き た
い
。 以 下 、 「 徒 然 罪 」 「紫 求
j
「蒙求和歌」
の
記 事 を
次
の
表
に 揚
げ
る
（ 注
21)0
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ここに引かれている記串の典拠について、近・現代の諸注釈掛では、概ね「咋が求」ないしは「梨求和歌」を典拠とし 想定するケ
孫展は、冬の月に三輔決録、孫袋なくて、藁一束朕字允公、家ありけるを、夕に貸織席為業、はこれに臥し、朝明□0、為京には収めけり。
兆功咄、冬月元被‘な渕
i
束、
咎臥朝収
血
二六白き糸の染まむこ淮南子。盈子
一とを悲しみ、道の見練絲而泣ちまたの分れんこ
之。為其可以
とを歎く人もあり黄可以巫。楊けんかし
朱見岐路而泣之。為其可以南可以北。高誘曰。憫其本同末異也。
屈子、白き糸のそむるに随ひて、貿にもなり黙くもなりゆくに付けて、憂世色も又うつろひやすく、定めなき心細さを思ひみだれつつ哀みけり。楊朱 のへ行く道の辺に立ちて行客をみれば、或は東を指し、或は西に望むあり、北とやせん、南とやせん、何れは家、何か旅、と思ふに、ありはてぬ別も哀に息ひしられて、なきたてりけり 孫屁、家貧しくして、冬の月に会なかりけ
、
、
り、備に藁一
束
ありけ
るを、くるればして、あくればかくしおきけり
ースが多いが、近批の注釈杏においては『西水求」等をあまり念頭に置かず、「紫求
j
の故事の源泉とされる原典の記事自体を挙げ
る場合が多いようである。例えば、第十八段に引かれている「許由一瓢」の故事である 「寿命院抄
j
が指摘する「小文類漿」
には「阻逸部」という部立 見られず、『野槌」等が引く「高士伝」の記事についても、「良甫謡の裔士他にありといへる人あれど、高士他にはこの事なし」とある(it22) 「事文類衆」『浙士側」は、岡柑とも日本への渡来
、流布の状況については未詳であり、兼好
がこれらの世物を脱んだかどうかも明らかではない。第十八段の記事はやはり「紫求」や『紫求和歌」に拠っていたとする近・現代の注釈宙の指摘の方が説得力があるよう 思われる
C
第十八段
に引かれているもう―つの故事「孫供渫席 についても、兼好は「蒙求」「紫求和歌」の双方を参看していた可能性が高いであろ
うと推測される。また、第二十六段の「屈子悲糸 「楊朱泣岐」の故事については、近批の注釈世は「淮肖子」を典拠として挙げるが、近・現代の注釈宙 ほとんど 『紫求和歌
j
を典拠として
挙げている。しかし、「徒然革」第二十六段冒頭 記事と末尾 「掘河百首」の藤原公実の恋歌は、いずれも移ろいやすい人 心を描き出している。その両記事にはさまれた章段の中央部 「昼子悲糸」「楊朱泣岐」の故串を戟せるのであるが、「本同末異」の主姐を示す『紫求」の記事に直接拠ったとするよりも そ を「うつろひやすく」「定めな い人の心に喩えた「紫求和歌
j
の記事が
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四念頭にあったと判断するほうが、妥当だろうと思われ
る。
このよ
うな視点から考えても、需荻澁・」策二十六段の記事は「蒙求和歌」に拠ったとする諸注
釈習の指摘は的を射たものであったと判断さ
れる
。
以上見て来たように、第二十六段は元来の
「蒙求」の本文にお
いて対を為して登場する故事をともに引き、
第十八段は各々が別
の記事として出る
「紫求』の故事を一対として組み合わせる形で
本文に取り入れ い 。
したがって、
両段の典拠については最初
に「西杢求」「蒙求和歌」を考えるのが穏当であろうと思われる。しかしながら、以下に述べる第三十八段、
第六十九段、
第百七十
段は、いずれも単独の故事のみが引かれており
、
諸注釈魯によっ
て意見がさまざまに分かれている。
ここでは、
その典拠をめぐっ
て、私見を述べてみたいと思う。
まず、
第竺十八段第一段落の「大なる車、
肥えたる馬、
金玉の
飾りも、
心あらむ人はうたて愚かにぞ見るべき」の「大な
る車、
肥え
たる馬」の典拠について検討してみたい。
「肥えたる馬」の典拠について
は、
「句解」が苑魯公の詩「挙世
賎――梢睾
、
奉
レ身好一被・修へ肥馬衣＿一軽袈へ揚揚過一繭呈―」（翡〉
を引き、
後に
「文段抄」「拾逍抄」『諸抄大成」等に踏襲されてい
る。
ところが
「全注釈」はこの説を疑問視し、＿な
お、
他に出典
を探すべきであろう」と述べてい
る。
講談社学術文庫は『紫求和
歌」六の「相如題柱」
の故
事に拠っているとし、「評釈」も講談
社学術文郎 指摘に従う。
「相如題柱」の故事は、「殺求
j
の最古注本にはいずれにも欠け
ており、
それ以外の諸本の記事を見る
と、
ほとんどが
「大丈夫不
乗胴馬車」と
記しているのに、「国会本」のみ「大丈夫不乗馳馬
大車」
となっている。
また、補注本は相如の伝とともに「旧注日」
として古注本の記事の一節を引用する。
『紫求和歌
j
の記事については、「ワレ大夫トシテ大車肥馬ニノ
ラズハ」（片仮名本）「われ大夫として赤車馴馬にのらずは」（平仮名本）の記し方からみ 、
基本的には「紫求
j
の古注本に拠っ
ていると判断されるが、「後に樅の武帝、
相如がオ智をほめて武
、、
、
騎常侍とす」の傍点を付した部分 ついては
「蒙求
j
の古注本に
、、
、、
は見えず、
補注本にも「事燎帝、為武騎将軍」の形で記されている。
「漢舟」には「事二孝保帝一為ーー武瞬常侍ー」「武帝召以為レ郎」という記述があり、
池田利夫氏は、「漢徘にある「事
1一孝恢帝一為二
武騎常侍
1J
「武
帝召以為レ郎」
に拠ったか、
光行が見た蒙求にそ
うし
た字句があったかしたのであろう」
と述べられ
ている(it包
0
右に掲げた緒本の本文からもわかるように、「大車肥馬
」の文
言は
E蒙求和歌」片仮名本にしか見られないのであって、「蒙求」
諸本の多くは「馴馬車」に作っているのである。
ところが、「廂
物語」第五話「肖本文君、相如に嫁ぎ 相如出世 語 には、「我、
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大車肥馬にのらずは、
又このはしをかへりわたらじ」（注25ーという
本文になっている。
池田利夫編「庖物語校本及び総索引」（笠間
曹院、
一九七五年四月）によると、
この部分に校異は存しないよ
うである。
なお、「唐物語」の宮内庁歯陵部蔵本に
頭注として示
された注記出典本文は「史記」を引いているが
、そ
こには「高車
晒馬」と記されている。「阻物語
j
は堵者成立ともに明証を欠く
が、
近年藤原成範説が
．有
力視されている(it26)。
長短さまざまの
中国説話二十七絹を歌物
語風に翻訳したもので、
総じて平安時代によく知られた説話が
多く、
その
伝本も二十余が知られている。 塘
j
の書名が
文
献の上で最初に見えるのは、「伊勢物語
j
の注釈術の―つである
「伊勢物語知顕抄」に「からこくの事をのみかきたる物語を。
か
らものがたりとなづけ。
やまとしまねのことをかきたるをば。
や
まと物がたりとなづけたり」（注8) ある 事である。『伊勢物語知顕抄
j
は鎌倉時代中期には成党して
いたものと推定されてい
るE28)。また、
祢経閣文庫蔵本の「唐物語」は、
後醍醐院第一皇
子腺良親王の杏写である旨 、
源通村の識語を戟せている。
さら
に、
賀茂季鷹や消水浜臣の記すところによ
って、
西行鉦とされる
「唐物語」の伝本が江戸時代後期 文化年間頃まで伝来していたことが知られている。
以上の状況から判断して、
兼好が「唐物語
j
を読んでいた可
能性は決して小さくはないであろう。
したがって、「徒然草」第
三十八段の一文について「大車肥馬」の本文を有する「紫求和歌』片仮名本に拠ったとする講談社学術文郎の見解はやや速断のょう
に思われる。上に述べてきたとおり、「蒙求和歌」
E肘物語
j
は院政末期から鎌倉初期という比較的近い時代に著され
、そ
の伝
本も少なくなく、
かな
り流布していた形跡が窺われる。兼好が両
柑を目にしていた可能性は低くないと考えられる。その著者 源光行•藤原成範はともに歌人・知識人としても知名度の高い人物であり、『徒然草」中に名前の引かれる光行のみな ず、
成範に
ついても兼好はよく承知していたと考えて大過ないであろう。
このように第三十八段の「大なる車、
肥たる馬」の一文の典拠
については直接「紫求
j
に拠ったとするよりも、片仮名本系の「蒙
求和歌」及び「唐物語」のいずれ
か、
もしくはその両方から得ら
れたと推定するのが妥当であろう。
第六十九段は、
豆と豆幹が話すのを開いた性空上人の奇諌につ
いて語っている。
宙写の上人は法花読誦の功積もて、
六根浄に叶へる人なりけ
り。旅の仮屋に立入られたり
けるに、
①豆の幹を焚きて豆を
煮（イ煎）ける音の、
つぶ（と喝りけるを聞き給ければ、
「②疎からぬをのれしも
恨めしくも我をばからき目を見す
る物かな」と言ひけり。焚かる、豆幹 ばちくと嗚る音は、「わが心よりすることかは 焼 はいか かり堪へがたけれど、
力なき事也。
かくな恨み給そ」とぞ郎えける。
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性空上人については、
最も確実かつ最も早い伝として、
後の多
くの性空伝の基礎となった「性空上人伝」に
その記事が記されて
おり、「世俗諺文」「願文集」『法華験記
j『扶桑略記」「今昔物語染
H
元
亨釈梱」等にも「伝記」として相応しい事柄について記し留められている。
また、
性空上人に纏わる逸話は、「今昔物語集
j
『古事
談』「十訓抄」「古今著聞集」「宝物集
j
『私漿百因緑集」「撰集抄
j
等の説話集
にも収められている。
ところが、
「徒然草」節六十九
段にいう豆と豆幹の話はど 沓物に
も語られていない。
『徒然草」第六十九段の豆と豆幹の説話の典拠につ
いては、
諸
注釈書に
よって意見が分か
れる。「世説新語」
を典拠とする近世
の諸 沓及び「評
釈」
、「十訓抄
j
か「古注紫求」
に拠っている
とする「全注釈」、
従来の典拠説を否定して特定の典拠を示さな
い「文
段抄」「諸注集成」
・講談社学術文庫等である。
まず、
典拠
説を否定する『諸注集成」
と講談社学術文庫の説についてである
が、
第六十九段は性空上人の逸話を語ることに終始しており、
兼
好の感想等は一切記されていない。
これは、
例えば、
栗ばかり食
べるという因幡の国の「何の入道」の娘の逸話を語る第四十段等のように、
伝承された話を、
話そのものとして記述するという形
態の章段である。
そして、
確かに『諸注集成」が想定しているよ
うに、
今は伝わらないが、
当時、
言い伝えられていた性空に関す
る逸話の中から豆と豆幹の記事を抜き出してきたという推定も可能であるう。
しかしながら、
「つぶ（と嗚りける」豆が「疎か
らぬをのれしも、
恨めしくも我をばからき目を見
する物かな」と
言うのに対して、「ばち（と嗚る」豆幹が「わが心よりすることかは。焼かる、はいか かり堪へがたけれど、
力なき事也。
か
くな恨み給そ」
と答
えたという本説話の内容は、曹植の「七歩詩」
によ 一致するのであって、
「陳思七歩」の故事との関係を無視
することはできないと考えら る。
そこで、
箪者は典拠説を背定する立楊から
、兼
好がいったいど
の書物の記事を念頭に骰いた だろうかということを検討してみたいと思う。
旧注で指摘される「世説新語」「文学第四」の記事は次のよう
な一文である。
文帝牲令二束阿王七歩中作,詩'
不な成者行ーー大法ー
。
応レ声便
為レ詩曰、
撹レ豆持作レ羮、
漉レ鼓以為レ汁。其在二釜下恥心、
豆在ーー釜中冦。
本自=凹懇生、
相煎何太急。
帝深有二態
魚
。
（翡｝
世に言う「七歩詩」、「七歩のオ」というのはこの説話に基づく。「世説新
語」
は「日本国見在曹目録
j
にその名が見え、「世説十巻。
宋臨川王劉義虔撰。劉孝標注」とあり、「世説問答」「世説問録」等注釈杏の名も戟せられている。需世説新語」関係の書物が早い時代から日本に渡来していたことがわかる。
五言六句からなる『世説」
の記事は、
暦の高宗の顕斑三年に成
った「李善注文選」にも引かれているが、いずれも「其在釜（壺）
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下燃」
であり、「徒然茸」
の「豆の幹を焚きて豆を煮（煎イ）け
る」の文言とは
直接の共通点を見出せない
。
ところが、応安本『蒙
求
j
には、「世説魏文帝岱令
1一陳思王，
l七歩
一廂＂レ
詩
？如不．，＂レ成、
常ニレ
行
□法ワ
、即
應レ
声
曰ク、煮レ＿豆燃ク云弓其ヮ一
、豆在二釜
中
込吟
、
本是同根生ス、
相煎n卜
何
太急、
帝有油盆l
1
、陳
思王ハ曹子建也」
と記されている。
一方｀『徒然草」の正徹本・烏丸本・幽斎本に
イ＂i
イ＂i
イ●
は「
まめのからをたきてまめを
にける」と記されており（It翌、
そ
の行文は「紫求
j
古注本の「煮豆燃豆其」という文言に近似して
いる。また、 蒙 」古注本の中では、
応安本・国会本・韓本蒙求・
古本蒙求の諸本が「燃」の字を用いているのに対し、
旧注漿求で
はそこに「焼」の字を宛てている。
I類漿名義抄」『色薬字類抄」
といった
古辞書類に拠れば、「燃
J
「焼」の両字はいずれも「ヤク」
「タク」両様の訓を持っていたとされ、ここから兼好の拠った「蒙墨のテキストを限定す ことはできないようである(It31)。
ところで、「七歩詩
」は中国・日本において広く流布・受容さ
れていた。．「世俗諺文」 すで
に「七歩オ」という項目があり、「七
歩詩」が引用されている。
世説云。魏文帝令隙思王七歩作詩。不成行大法．即應声曰。煮豆燃豆其
豆在釜中泣。本是
同根
生
。柑煎
何
太急
。（
注
32)
ここでも五言四句
形を
とっ
ており、「世説云
」とはあるが、
記事
の行文・詩形は『蒙求
j
の古注本にほぽ一致している。『世俗諺
文
j
も．「蒙求
j古注本に拠っていたと見てよいであろう。
また、「全
注釈」が指摘する『十訓抄』巻六銹十五話にも「また
、
隙恩王、
「七歩
の詩」にいはく」として
「七歩詩」が挙げられているが、
これも五言四句形をとっている。
ところが、
もう一っ一七歩詩」が引用されている徘物がある。
源光行の「百詠和歌 であるが、
第九「
詩」
に「煮豆燃豆其、
豆
子釜中泣、
本自同根生、
相煎何太急」
（注
33)
と記されている。「百
詠和歌」は源光行作の句姐和歌集で、『紫求和歌」
『楽府和歌」
と
並ぶ三部作である。光行は、
元久元年(―二0四）七月「加が求和
歌
j
十四巻を著した直後の同年十月に「百詠和歌」十二巻を著し
ている。「百詠和歌』の原拠は、
初唐に流行した単題詩（単言を
題とする詩）より成る李縞 百二十詠である。
この薔は、ただ「百
詠」
とも
いい｀「蒙求
j
と並ぶ幼学徘の代表であった。李峨没後
三十余年の天宝六年（七四七）には張庭芳が注を撰
し、
この付注
本ともども渡来して平安人士に愛読された。
「徒然草」六十九段の「豆の幹を焚きて豆を煮ける」という行
文は、
この
「蒙求
j
等に引かれる七歩詩
の初句によく対応する。
右の四栂のうち兼好が「加が求」「十訓抄」を読んでいた と ほぼ確実であり、
源光行の著作である「百詠和歌
j
についても承知
していた可能性が高い
のであって、
これらの杏物を通して「七歩
詩」を知っていた
と判断して大過ないであろう。
最後
に、
第百七十段における 玩紺が秤き
眼」
について見てい
きたい。
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・・・・・・同じ心
に向かはまほしく思はむ人の、つれ/＼にて、「今
しばし、今日は心閑かに」など言はむは、
この限りにはあら
ざるべし。玩藉が青き眼、
誰もあるべきことなり。
用事もないのに人を訪問することは「よからぬ
こと
」であり、
人
を訪問しても用事が終わったら「とく焔る」のがいいと語っている。
また、
来客のために自分の安らかな生活が妨げられる煩わし
さを酋い、
玩箱の振舞に対して共感を示している。
ここの傍線部「玩藉が冑き眼」は『蒙求」や「紫求和歌」等に
も採られている著名な故事である。
この部分の典拠について、「寿
命院抄」は「晋楷」「玩藉伝」の記 を引き
、後
の近世の注釈也
に受け維がれている。『諸注染成 は「蒙求」や
『蒙求和歌
j
に
加えて「和漢朗詠集」
の「昔年顧レ我長宵眼。今日途レ君已白頭（許
渾、
贈押術）」（翡ぶをも引き、「その
他から得た智哉も加わってい
るにちがいない」と述ぺる。「全注釈
j、新
大系「徒然草」は
『蒙
求」と『押 求和歌 の両方を引
き、
講談社学術文庫は「晋杏
j
と
「四が求」の搭名を提示するに留まる。
近世の諸注が引く「晋書」「玩藉僻」には「：
．．．．． 
藉又能為二背
白眼一、
見二礼俗之士一、
以
-l白眼一対レ之：
．．．． 
」と、
玩籍の伝に加
えて、
客に対する好悪の情によって青眼·白眼をもって迎えたと
いう風変わりな対人態度について記してい 。
一方、「波求」の猜本のうち、「真福寺本」は「世説玩藉字嗣宗、
能為宵白眼、見礼俗之士、以白目射之 見異オ之人、以脊目射之、
遭大喪、
揚州刺史密喜吊之以籍
不哭、
見其白眼、
喜不悦而退、
喜
弟康齋酒挟琴、
造而予之也」と『世説新語
j
を典拠として掲げ、
「補註蒙求」は「晋害玩藉字涵宗、
陳留尉氏人、
為散騎常侍、
轄
従事中郎、
間歩兵厨営人、
普醸有貯酒三百朋、
乃求為歩兵校討、
籍不拘礼教能為行白眼能為ヤ宵白眼射之、
及岱喜来吊、
薪作白眼、
喜不悦而退、
喜弟康聞之、
乃齊酒挟琴造焉、
藉大悦乃見宵眼、
由
是礼法之士、
疾之若仇、
筋時率意独駕、
不由征路車迩所窮戟慟哭
而反」と、
『晋掛」に拠るとして記すが、
他の古注本は特に典拠
を示していない
。「補註梨求」は「詈墾」の
記事を引い
て、
玩栴
の伝記にも言及しているのが他の古注
本と
の相述である。
「栄求和歌」は冒頭に玩籍が「竹林の七緊 の一貝であることを記し、
その後、
宵眼・白眼の逸話を栽せている。「徒然草』に
はただ「玩藉が青き眼」とだけあっ
て、
前後の文脈及び内容等か
らは以上
のどの掛物に拠っていたのか断定しがたい。
他の章段同
様、
「梨求和歌」に拠っているとする方が妥当であるのかも知れ
ない。
しかしながら、
兼好は竹林の七賢の生き方に慌恨の念を抱
いており、「徒然草」
の中には七腎のうちの岱康・玩紺・向秀の
三名の詩篤、事組が採られている。特 その領袖で 玩藉については、
第百七十段にその名前も載せるほどの栢倒ぶりである。
これらの事実を考え合わせれば、
兼好は玩藉の人柄及ぴ彼の詩文
については熟知し
『梨求」「紫求和歌」に採られている宵
眼・白眼の故事につ も
両術の記事を引くまでもなくよく承
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(1)「紫求序
j
は、「国立故宮博物院蔵上巻古紗本」（池田利夫「咲
求古註集成」上巻所収、
汲古密院、
一九八八年一月）に拠った。
(2)I
三代輿録
jの本文は、新訂増補国史大系で日本三代実録
j後篇（吉
川弘文館、
一九七三年三月）に拠った。
〔注〕
以上、『徒然草」に引かれている中国故事の中で「紫求」もし
くは「蒙求和歌」に
拠る可能性が考慮され得る事例について述
べてきた。
近世の「徒然草
j
諸注釈聾には幼学術とされる「紫
求」や「蒙求和歌」に対する言及はあまり見られない。
これに対
して近、
現代の注釈書では「蒙求
j
「蒙求和歌」の両方を典拠と
して考える
ことが多い。
ここで検討したように、「蒙求」の受容
は否定できないところであるが、
併せて「柴求和歌」や「百詠和
歌」を経由しての故事の受容の可能性にも十分留意すべきであろう。
先述した如く、
第二百二十五段に源光行の名前を記し、
第
百九十八段•第二百三十九段に
I原中最秘抄」に類似する記事を
載せることから考えても、
兼好は河内方源氏学の祖としての光行
の事絞と著作に対して強い関心を抱いていたことが確実視されるのであって、「蒙求」所引の故事を引く如上の章段の典拠としてこの両杏 存在はやはり看過し難 と判浙される 。
五
知していたのではないかと推察されるのである。
(3)
「台記
j
の本文は、
史科纂集（続群咎類従完成会、
一九七六年
ご一月）に拠った。
(4)「明月祀
j
の本文は、国舟刊行会本（弘文堂、明治四十四年十月）
に拠った。
(5)
早川光三郎校氏が、
新釈漢文大系「蒙求」において、
池田利夫
氏が「日中比較文学の基碗研究
翻訳説話とその典拠」補訂版（笠
IIU軒院、
一九八八年九月）において指摘されている。
なお、
本節
における早川氏の見解は、
特に断らない限り本新釈漢文大系本に
拠る
。
(6)
「補注本」は、
文禄五年刊「徐状元補註蒙求
j
（池田利夫「渋求
古註集成」別巻所収、
汲古楷院、
一九九0年一
月）に拠った。
(7)池田利夫『梨求古註集成」下巻「解題」（汲古瞥院、
一九八九
年九月）に拠った。
(8)
「国立故宮博物院蔵上巻古紗本
j、平安時代末期紺写の写本一冊゜
葉求古注現存甜本の中で、
最も原初の形態、
内容を留める最菩本
である。
以下、『蒙求」甜本の本文は、池田利夫「紫求古註集成」
全四巻（汲 書院、
一九
八八年―一月1一九九0年一月）に拠っ
た
。
(9
)
真福寺宝生院蔵下巻古紗本、鎌倉末期書写の写本一冊で、
本文
は407より576ま
でで、
前後を欠く。
(10)応安版とも五山版とも称され、
応安七年
(=l_
＿七四）刊と目さ
れる三冊本が現存本では最も古い。
(11)細合方明校「韓本淡求」刊本。享和二年(-八0二）刊本で、
底本は応安版の底本と同種 ある。
(12
)林述京校H口本紫求」刊本。究政十一年（一七 九 の刊本で、
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林述斎編侠存叢柑本の第四秩所収。
(13)国会図密館蔵大永五年柑写本。大永五年（一五二五）柑写の写
本三冊。
この本の特色は柑入が極めて詳密なことである。
(14)亀田胴斎校「旧注淡求」刊本。
寛政十二年（一八00)初版。
古注蒙求に関する近世期の
本格的な研究成采を開陳する。「旧注
紫求考提邑と併せて、
これら即京の私注は古注菜求研究史上、
高い評価を与えられ いる。
(15)宮内庁柑陵部蔵本。
弘仁頃の古写本で、
故宮本の模本である。
池田利夫
E蒙求古註集成」に木文は掲出されているが、
なぜか分
類するときは外されている。早川氏は最古注本とされる「真福寺本」等と並ぺて紹介
(16)池田利夫「日中比較文学の碁礎
研究
翻訳説話とその典拠」袖
ilT版に拠った。
(17)平仮名本は
、内閣文庫蔵甲本を底本とする「新椙国歌大観」所
収の「蒙求和歌
J(平仮名本）に拠った。
(18)片仮名本は、国会図也館蔵甲本（伝慈鎮紐本）を底本とするB机
紺国歌大観j所収の『蒙求和歌」（片仮名本）に拠った。
(19)『徒然草」
の本文は、正徹本を底本とする新日本古
典文学大系「方
丈記
徒然草」（岩波書店、一九八九年、久保田淳校
注）に拠った。
(20)「徒然草」の注釈惜は主に以下のものを参照した。
・秦宗巴「つれ／＼草寿命院抄
J
[fl長九年（一六0四）]
・林羅山「野槌
J
[元和元年(-六二
l)]
•松永貞徳『なぐさみ草
j
〔庚安五年（一六五=-）]
•北村季吟「徒然草文段抄
J[
寛文七年（一六六七）]
•田辺爵「徒然草諸注集成」（右文酢
店、
一九六二年五月）
•安良岡康作「徒然非全注釈』上.下[角川困店、
一九六六年
二月
（上）、
一九六八年五月（下)]
•三木紀人「
徒然
珠全訳注」（一1四）（講談社学術文血、
i九七九年九月1一九八ー1年六月）
•久保田浮
I徒然草評釈
j(
「国文学解釈と教材の研究」、学燈社、
一九七八年五月より逃戦中）
(21)「蒙求」の本文は注(13)の国会本に拠り、「菜求
和歌」の本文
は注(17)の平仮名本に拠った。
(22)山田孝雄『つれ／＼草
J(一九四三年）。
(23)「小学」外組「嘉首第五」。本文は、新釈淡
文大系本
（明治書院、
一九六五年九月）に拠った。
(24)池田利夫「唐物甜と蒙求和歌 位相」（池田利夫「日中比較文
学の基礎研究
翻訳説話とその典拠」補訂版所
収。
(25)「哨物語
j
の本文は、
小林保治綴著「紺物話全釈」（笠間杏院、
一九九八年二月）に拠った。
(26)•池田利夫
「店物話序説
J
(池田利夫「日中比較文学の基礎研究
翻訳説話とその典拠
j補訂版所収）
に拠った。
（初）「伊勢物語知顕抄
j
の本文は、
続群柑類従本に拠った。
(28)「群密解題」に拠った。(29)「世説新栢jの本文は、新釈漢文大
系「
世説新語
j
上（明治也院、
一九七五年一月）に拠った。
(30)常緑本には「大豆のからをたさて豆を煎ける」という本文（村
井顛氏所蔵本）と「大豆のからをたきて豆を煮ける」という本文（古典文庫本）とが存在する。
(31)国棗名義抄
j
は「燃」の字訓に「モユ
、、ヤク
トモス」とあり、
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上海交通大学日本語学部助教授）
「色薬字類抄」の「焼」の項には「
タク
供燃濾薪
．．． 
」、また「焼
ヤク
燃燎灸居祐反焚竹付分反」と訓が付されている。「焼」
、
、
、、
の字も
f類燦名義抄
jには「ヤク
タク」という訓が付されている。
(32)「世俗筍文」の本文は、
群蜜類従本に拠った。
(33)「百詠和歌
j
の本文は、
新組国歌大観に拠った。
(34)「和漢朗詠集」の本文は、
新潮古典集成本（新淵社、
年九月）に拠った。
（きん
ぶんぽう
研究室受贈図書雑誌目録
m
河南論集（大阪褻術大学藪術学部
）
九
かほよとり（武耶川女子 大学院）十二上林暁研究（園田学園女子大学）十三季刊ぐんしょ（続群掛類従完成会）六
八
岐阜大学国語国文学 岐阜大学国語国文学会）三一汲古（汲古愁院・古典研究会編）四六、
四七
九州大学言語学論集（九州大学大学院）二四九州大谷情報文化（九州大谷短期大学情報文化学 三三紀要（中央大学文学部）一九
九、
二百
紀要
文学
科（中央大学文学部）九五、
九六
京都大半因文學論叢（京都大学大学院文学研究科国語国文学研究
四四
七
京都府立大学学術報告人文・社会（京都府立大学）五六近畿大学日本語・日本文学（近畿大学文学部文学科日本文学専攻）群馬県立女子 国文学研究（群馬県立女子大学国文学会）二四けやき道（園田学園女子大 国際文化 部文化学科）七研究プロジェクト報告掛
ーニ0
日本
近代文学と宗教（千薬大
学大学院社会文化
科学研究
科）
研究年報
（大坂女子大学上方文化研究センター）六
言諾科学綸集（東北大学大学院
文学研究
科）八
言語学論叢（筑波大学一般・応用言語研究室）ニ―――首語表現研究（兵庫教脊大学言語表現学会）ニ―酋語文化(-橋大学語学研究室）四一言語文化研究所年報
（武叩川女子大学）十五
酋文（福島大学
国語学国文学会）五ニ
閲知大国文（甜知大学国語国学会）三五甲南国文（甲南女子大学国文学会）五二語学
と文学
（群馬大学語文学会）四一
国諾学研究
（東北大学大学院文学研究科「国語学研究」刊行会）
国栢学研究と資料（国詣学研究と贅科の会）二八国諾教育論叢（島根大学教育 部国文学会）＋四国詣研究（愛知教育大学 院）十三
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